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微小貝クチマガリスナガイ類（腹足綱スナガイ科）

Micro land snail Bensonella sp. (Gastropoda, Gastrocoptidae) 

from Aokura River Basin in Shimonita, Gunma Prefecture, central Japan
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はじめに

　クチマガリスナガイ属 Bensonella は，軟体動物

門腹足綱のうち異鰓亜綱柄眼目スナガイ科ラッパガ

イ亜科の陸産貝類である．本州から四国，九州の石

灰岩地に生息する本属の種は，クチマガリスナガイ

という和名で知られている．群馬県下において，ク

チマガリスナガイは県下南西部の下仁田町，上野

村，神流町に分布しているものの（高橋 1984），一

般の人々が普段の生活で目に触れる機会はほとんど

ない．その所以は，本種が殻長 2.5 ㎜に満たない微

小貝であり，さらにはその生息地が石灰岩地に偏在

しているためである．一方，殻口内に多数の鉤爪状

の突起を持つ特徴ある見かけは，人々の持つ陸産貝

類に対する常識から大きく逸脱し，一度でも見ると

決して忘れられない特徴を持つ．

　筆者らは，2021年より下仁田町南部の青倉川上流

域を中心に，石灰岩の分布と石灰岩洞窟の探索調査

を開始し，調査地域に広く露出する秩父北帯の付加

体堆積岩類の地質構造（柏木ほか 2022）に加え，

これまで知られていなかった洞窟である七久保の

道穴（柏木・増山 2023）を報告してきた．この地

質調査の過程で，クチマガリスナガイの複数の死

殻を採集した．本稿では，クチマガリスナガイ類

Bensonella sp. の2標本の形状を電子顕微鏡写真で

示すとともに，クチマガリスナガイ属の構成種の分

類に関する最近の知見を紹介する．

クチマガリスナガイ属の研究史

　William Henry Benson は，ヒマラヤ西部南麓

に位置するインド北部の Landour と Mussoorie

産の標本に基づいて，Pupa plicidens Benson 1849

を新種記載した（Benson 1849）．その後，Pilsbry

（1916-1918）は P. plicidens の属の所属をクチマ

ガリスナガイ属 Bensonella Pilsbry and Vanatta 

1900に変更し，Bensonella plicidens（Benson 1849）

がインド（Uttarakhand 州の Landour と Mussoorie，

Assam 州の Cherra Poonjee），中国（浙江省の

Hangehow），および日本（四国地方，中部地方
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など）＊1に至る，極めて広域的な分布を示すと主張

した．その分布の広がりは地図上で東西に約 8,800 

㎞に達する．この見解は，後の研究者らに概して

受け入れられ，日本産のクチマガリスナガイ標本

は B. plicidens（Benson 1849）として扱われてき

た（e.g.，波部 1956；東 1982；湊 1988）．加えて

近年では，ネパールとブータンから本種が報告され

た（Budha and Backeljau 2017；Gittenberger 

et al. 2021）．一方，異なる生物地理区にまたがる

本種の広範な分布範囲は，他の軟体動物で類例はほ

とんど知られておらず，大きな謎と捉えられてきた

（Gittenberger et al. 2021）．

　最近，Páll-Gergely and White（2023）はクチマ

ガリスナガイ属を次の3種に細分した；Bensonella 
plicidens（Benson 1849），Bensonella hooki Páll-
Gergely 2023，Bensonella lakainguta Hwang 

2014．このうち B. plicidens と B. hooki はインド

のヒマラヤ山脈山麓で同所的に産し，前者は殻口内

に板状の歯を，一方で後者は鉤爪状の歯を持つ＊2．

B. lakainguta は当初，台湾産クチマガリスナガイ

の殻口内に鉤爪状の歯を持つ形態種に対して，新

亜種 B. plicidens lakainguta Hwang 2014として

記載された（Hwang 2014）．最近，Páll-Gergely 

and White（2023）は本亜種を B. lakainguta とし

て種階級に変更し，その分布範囲を中国東部と台

湾，および日本とし，日本産のクチマガリスナガ

イを B. lakainguta に含めた．例えば，高知県香美

市の龍河洞周辺の山地斜面から産した個体が，B. 
lakainguta の日本産標本として図示された（Páll-

Gergely and White 2023）．

下仁田町青倉川流域産のクチマガリスナガイ類

　群馬県甘楽郡下仁田町の青倉川流域において，

クチマガリスナガイ属に割り当てられる死殻標本

を地質調査の際に採集した（第1図）．先述のよう

に，Páll-Gergely and White（2023）は日本産の

クチマガリスナガイ属を台湾産の B. lakainguta に

同定した．青倉川流域産のクチマガリスナガイ属

標本は，形質記載を含む分類学的検討の途上にあ

り，本稿ではこれら標本をクチマガリスナガイ類

Bensonella sp．と同定するに留める．以下，電子

顕微鏡写真を撮影した死殻2標本について概要を述

べる（第2図）．青倉川流域産のクチマガリスナガイ

類は，円錐形の外形で深い縫合を持ち，微細な成長

脈が螺層表面に密にみられ，殻口縁は外側に広が

る．殻口外唇は，その中ほどで内側に僅かに凹み，

殻口内で瘤状に隆起する．殻口内に多数発達する歯

は，殻口の外側へ鉤爪状に湾曲して尖る．なお，以

下では日本産クチマガリスナガイをクチマガリスナ

ガイ類と表記する．

　群馬県下の陸産貝類を精力的に調査した高橋茂の

一連の研究（高橋 1984）によると，群馬県内にお

第1図　�クチマガリスナガイ類を採集した青倉川流域（群

馬県下仁田町南部）の範囲．地形図は電子地形図

25000を使用．産地保護のため，採集地点は示さ

ない．
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けるクチマガリスナガイ類の産地は県南西部に偏在

する；万場町の4地点（西御荷鉾登山口，土佐峠付

近，坂井，白石山麓），中里村の2地点（叶山，立処

山），下仁田町下郷，南牧村の2地点（磐戸，大仁

田）．これら地点のうち，石灰岩からなる叶山では

105標本が採集された．下仁田町では，下郷でクチ

マガリスナガイ類が報告され，その産地は下郷鍾乳

洞を胚胎する結晶質石灰岩の分布域と思われる．青

倉川流域はこれら産地に隣接し（第1図），青倉川流

域産の標本の外形は下郷産標本（高橋 1984，pl. 5，

Fig. 8）に類似する．なお，群馬県下におけるクチ

マガリスナガイ類の産地は，跡倉ナップ地域の下仁

田町下郷を除き秩父累帯の付加体堆積岩類分布地域

に含まれ，例えば叶山や立処山，磐戸には石灰岩の

分布が知られる．加えて関東山地の秩父累帯の石灰

岩分布範囲から，クチマガリスナガイ類が報告され

ている（黒住・中原 2022）．

終わりに

　本邦産クチマガリスナガイ類の殻口内を特徴づけ

る多数の歯は，論文や website 上に掲載の写真で

それら存在を比較的容易に確認できる．一方，それ

らが板状の歯であるのか，または鉤爪状の歯である

のかといった，歯の形質の子細について，小さなサ

イズないし低解像度の写真上では，しばしば正確な

判別が困難である．本稿では，下仁田町青倉川流域

で採集したクチマガリスナガイ類の形質的特徴を電

子顕微鏡写真に図示し，クチマガリスナガイ属の最

近の研究動向の概略を紹介した．本稿を端緒とし

て，下仁田町内にて微小陸貝への関心が高まること

を期待したい．
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注

＊１　�Pilsbry （1916-1918）は，日本におけるクチマガリス

ナガイの産地として以下を記した；Japan: Suimura, 

Awa (Shikoku) ; Riozen, Omi; Yoro, Mino．

＊２　�Páll-Gergely and White（2023）は，Bensonella plicidens
の歯を “normal apertural barriers without hooks”，

Bensonella hooki の 歯 を “hooked barriers” と 記

し，これら二種の歯の形質を区別した．本稿では，

B. plicidens と B. hooki の歯をそれぞれ，“ 板状の歯 ”

および “ 鉤爪状の歯 ” と記した．
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　日本産のクチマガリスナガイは，従来，インド北部を模式産地とする Bensonella plicidens
（Benson 1849）に同定されてきた．最近，殻口内の歯の形状と地理的な分布範囲に基づき，ク

チマガリスナガイ属は次の三種；Bensonella plicidens（Benson 1849），Bensonella hooki Páll-

Gergely 2023，Bensonella lakainguta Hwang 2014に細分され，日本産のクチマガリスナガイは

B. lakainguta Hwang に割り当てられた．群馬県下仁田町青倉川流域から採集したクチマガリス

ナガイ属の死殻は，その殻口に多数の鉤爪状を呈する歯を持つ．青倉川流域産標本の分類学的検討

は不十分であり，本稿ではこれらをクチマガリスナガイ類 Bensonella sp. との同定に留め，死殻

二標本を電子顕微鏡写真で形質の子細を図示した．

（要　旨）
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